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Abstract 

HEMS Certification Support Center has been doing activities to promote ECHONET Lite, 
communication protocol that is a key component to build Home Energy Management System (HEMS). 
We introduce some Software Development Kits (SDKs) we have developed in this report. In order to 
build HEMS, various devices and controllers need to implement ECHONET Lite protocol, and run-time 
environment of software varies between embed system, PC and smartphone in terms of hardware 
specifications and type of Operating System (OS). So we developed several Software Development Kit 
(SDK) to support various platforms. On the other side, there are several communication protocols for 
Home Automation and HEMS in the world, such as Superior Energy Performance (SEP), KNX, 
HomeKit and NEST. Considering a case that we need to collaborate with other protocol, we developed a 
SDK that can control ECHONET Lite devices utilizing HomeKit framework. 
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1.	 はじめに	

HEMS認証支援センターではマルチベンダー機器を使
用した Home Energy Management System (HEMS) を構築
する上で要となる機器間通信規格の ECHONET Lite1)を

普及・促進するための活動を行っている。活動の一つと

して ECHONET Lite用 SDKを開発し HEMS認証支援セ
ンターのホームページで公開している。この研究紹介で

はこれまで開発した SDKと現在開発中の SDKについて
説明する。なお、ECHONET Liteとは IP/UDP通信を前提
としたOSI参照層の第５層以上で定義された通信プロト
コルである。 

ECHONET Lite用 SDKの種類としては ECHONET Lite
通信のミドルウェア、ECHONET Liteコマンドを送受信
するツール、ECHONET Lite機器エミュレーターがある。 

HEMSを構築するにはさまざまな機器やコントローラ

が ECHONET Liteに対応することが必要である。ソフト
ウェアの実行環境としては組み込み機器や PC、スマート
フォンのようにハードウェアリソース、仕様、OS 等が
異なるさまざまなプラットフォームが考えられる。そこ

で HEMS 認証支援センターではさまざまなプラットフ
ォームやプログラミング言語に対応した複数の SDK を
開発した。 
また世界的には、Home Automationや HEMSを想定し

た機器間通信規格として SEP2), KNX3), HomeKit4), NEST5)

などの規格が存在する。これらの規格と ECHONET Lite
機器の協調が必要なシステム構成の場合も考えられる。

そこで Apple 社の HomeKit framework を利用して
ECHONET Lite機器を制御できる SDKを開発した。 

 

[研究紹介]	
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Fig. 2 OpenECHO for Processing  

 

 SDK Name Category Platform (OS) 
1 KAIT EL Middleware Linux 

2 
OpenECHO 

for Processing 
Middleware 

Windows, Mac 
OS, Linux 

3 SSNG Tool Windows 

4 SSNG for iOS Tool iOS 

5 
KAIT-4S 

-EZ- 
Middleware Android, iOS 

6 
KAIT-4S 
-Canvas- 

Programing 
Tool 

Windows, Mac 
OS, Linux 

7 
KAIT-4S 

-HA- 
Middleware iOS 

8 
Light 

Emulator-1 
Emulator 

Windows, Mac 
OS, Linux 
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Fig. 5 KAIT-4S -EZ-  
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3.6 KAIT-4S -Canvas- 
KAIT-4S -Canvas-は ECHONET Liteプロトコルの知識

がなくても機器制御プログラムが容易に作成できる

Visual Programingツールである。ECHONET Lite通信を
使用した機器操作のトライアルや、機器連携アプリケー

ションのプロトタイピングに向いている。 
SDKを ServerにインストールしWeb Browserでアクセ

スして利用する。条件分岐や繰り返しなどのプログラミ

ングの骨格となるブロックに機器制御や機器状態のブロ

ックをはめ込んでプログラムを作成する（Fig.6 参照）。 

Fig. 6	 KAIT-4S –Canvas- を利用したプログラム作成 

 
プログラムを実行するとBrowserはweb APIでAndroid 

Tablet 上の Kadecot というアプリと通信し、最終的には
Kadecotが ECHONET Lite機器と通信を行う（Fig.7 参照）。 

Fig. 7	 システム構成図 

3.7 KAIT-4S -HA- 
iOSデバイスからECHONET Lite機器を制御するには、

iOSデバイスがUDP通信で ECHONET Liteプロトコルを
送受信するソフトウェアを開発すればよい。 
一方 iOS8 で導入された HomeKit framework は HEMS

や Home Automationのソフトウェア開発を容易にするも
のである。この framework で直接制御できる機器は
HomeKit プロトコルを実装したものに限られるが、それ
以外の機器を制御するためにブリッジデバイスの定義が

ある。そこで HomeKit - ECHONET ブリッジを開発しこ
れを利用するHomeKit framework用SDKを開発した（Fig. 
8参照）。 

HomeKit - ECHONET ブリッジは HomeKitプロトコル
と ECHONET Liteプロトコルの変換を行う。iOSデバイ

スとの通信は Apple 社が規定した MFi7)プロトコルで行

う。本ブリッジの開発は MFi製品開発の経験があるユカ
イ工学株式会社に業務を委託した。 

Fig. 8	 KAIT-4S -HA -システム構成図 

3.8 Light Emulator-1 
Light Emulator-1は OpenECHO for Processingで開発し

た一般照明エミュレーターである。点灯モード設定：

EPC=0xB6、照度：EPC=0xB0、カラーモード時 RGB 設
定：EPC=0xC0 が実装してある。ECHONET Lite 通信で
照明の ON/OFFだけでなく照度レベルや色を変更できる。 
エミュレーターの GUI には、照明の状態（ON/OFF、

照度レベル、色）を示す円形のビューや ON/OFF、点灯
モード設定の切り替え、照度レベル設定、カラーモード

時 RGB設定などのコントロールがある。 

 

Fig. 9	  Light Emulator-1の GUI画面 

4.	 終わりに	
これまで開発した SDKにより、ECHONET Liteの普及

促進に貢献できた。今後は ECHONET Liteを利用したス
マートハウス実現に向けて Internet of Things (IOT) やク
ラウドサービスを想定した SDKを開発する予定である。 
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